
２０１５年５月、新病院に移転した時点で、既存の

災害マニュアルが新しい病院の設備や機能に合って

おらず、実際に活用できない、という問題が明らか

になった。また、同年に発生した火災と自衛消防訓

練で、防災設備や避難方法など、職員の防災に関す

る知識が乏しいことも分かった。

このままでは、災害に病院として対応できない、

災害のマニュアル作成が必要であると考え、

２０１６年４月より、看護部副看護師長会で

取り組みを開始した。

活動のきっかけ





１年目の活動内容（２０１６年度)



・構造、セキュリティの把握

・各設備の使用方法の図式化

・フロー、アクションカード作成

・防災訓練を各チーム、各部署で

繰り返し実施

スタッフ、患者さんを
守るために何が必要か
を考え、より具体的な
マニュアル作成に取り
組めた

副看護師長の声



災害対策は看護部だけでなく

病院全体の課題

発表会に他職種を招待

マニュアル改訂を試みたが
多くの時間、労力を要する
ことから具体的な行動に
至っていなかった

事務部長、総務企画課職員
など：

「災害対策本部として主体
的に動かなければいけない
と痛感」



２年目の活動内容（２０１７年度)

総務企画課職員を
マニュアルチーム
の一員に迎え活動

を開始！！



多職種と協働

リアリティを出すために血のり
の衣装準備しよ。

副看護師長の頑張り見
てたら、俺らも頑張ら
なあかんな！

負けてられへん！

１年間 総務企画課職員と訓練、
研修会の話し合いを重ね取り組んだ



研修会・防災訓練

研修名 目的 目標 方法 講師 対象者 参加人数

自衛消防 火災発生時の避難対応が理解でき、患者・
職員の安全を守るための行動を導くことが
できる。

①火災発生時の基本対応、避難経路が理解
できる。
②消防設備の使用方法が理解できる。

③火災発生時のフローチャートが理解でき
る。

講義 副看護師長
事務

全職員 322名(医師1名
看護師235名
他部門87名)

トリアージ トリアージが理解でき、限られたスタッ
フ・医療資源を最大限に活用し、負傷者の
治療を行うことができる。

①負傷者の傷病の緊急度や重症度に応じた
治療搬送の優先順位を決定するトリアージ
方法と手順が理解できる。
②各エリア別の看護師の役割が理解できる。

講義 副看護師長 外来看護師

トリアージ トリアージが理解でき、限られたスタッ
フ・医療資源を最大限に活用し、負傷者の
治療を行うことができる。

負傷者の傷病の緊急度や重症度に応じた治
療搬送の優先順位を決定するトリアージ方
法と手順、役割が理解できる。

講義 副看護師長
事務

全職員 250名(医師28名
看護師172名
他部門50名)

大規模災害 災害発生時の対応が理解でき、患者・職員
の安全を守るための行動を導くことができ
る。

①災害発生時の基本対応、避難経路が理解
できる。

②災害発生時のフローチャートが理解でき
る。

講義 副看護師長
事務

全職員 265名(医師2名
看護師175名
他部門88名)

リアリティを追求した
訓練

血のり付き
衣装



★副師長会の活動から始まり、多職種と協働

して院内の災害マニュアルを作成すること

ができた

★全職種対象の防災教育を行うことで、防災

意識と対応能力の向上につなげることが

できた

協働した結果



何が起こっても守るぞ！

どんとこい！！
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